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●中央大学法学部卒●大正大学院修了（臨床心理学） ●CAオーロニカレッジ留学

●東京電力入社（安全管理業務） ●児童福祉施設（社会福祉法人）

●都内ろう学校（スクールカウンセラー、乳幼児教育相談）

【所属】戸田市身体障害者福祉会会長、福祉で災害ネットワーク会長、戸田市聴力障害協会

【資格】臨床心理士、第二種電気工事士、彩の国動物愛護推進員 【座右の銘】継続は力なり

【家族】妻（バイオリニスト）、猫5匹 趣味：陶芸、ランニング
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I/]郎り更産麗今、それが私9凰急戸む」、

市政レポートのコラムも今回で10回目となりました。日頃、多くの方から地域の課穎や暮らしの中で感じる困りことについて
こ相談をいただきます。一つひとつの声は小さく感じるかもしれませんが、その声の先には同じ思いを抱える方がいることも少

なくありません。私は、現場へ足を運び自分の目で確かめ、多くの方のお話を伺うことを大切にしています。市民の皆さまの声を

行政へ届け、改善につなげていくことが市議会議員の役割です。これからも「聴くこと」を原点に、一つひとつの課題に真摯に向

き合い、誰もが安心して薯らせる戸田市を目指して活動を続けてまいります。

|【令和8年度6月定例会(5月28日～6月19日）】 、
6月定例会においで国の重点支援地方交付金を活用した補正予算を可決しました。
物価高騰の影響を受ける市民や事業者への支援として、できるだけ早くお届けできるよう取り組みを進めます。

重点支援地方交付金については、対象を限定した事業だけでなく、より多くの市民が恩恵を受けられる活用方
法についても検討すべきと考えています。今後も、国の交付金を有効に活用し、市民生活の負担軽減につながる

施策を提案してまいります。

｀ 

［重点支援地方交付金約4,700万円
（うち重点支援地方交付金約2,800万円） ］ 
9．フレミアム付き電子商品券 TODAPAY【第7弾】

・プレミアム率 20% 

•発行セット数 8万セット

・1人6セットまで(@5,000円）

・申し込み期間 8月17日～9月7日

•利用期間 10月1日～令和9年1月31日

2．省エネ家電等への買い換え促違による生活者支援

・ 令和8年4月1日以降に市内店舗で購入した
エアコン・冷蔵庫（省エネ基準達成製品）` 2万円／件
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戸田公園駅周辺まちづくり用地は、将来の駅周辺整備を前提とした

暫定利用とされており、利用期間は原則5年以内（最長10年）、利用終

了後は更地で返還することが条件となっています。また、交通や周辺礫

境への配慮も求められています。

令和8年3月からは、子育て支援・地域活性化・健康増進・防災機能を

備えた次世代型住宅展示場として、10年間の活用が計画されていまし

たが、事業者の都合により辞退となりました。

この用地は数年前まで年間約8,000万円の賃料収入がありました

が、現在は借り手が見つかりにくい状況です。私は、利用条件を踏まえ

ながら、一括貸付だけでなく、分割利用など柔軟な貸付方法も検討し、

駅前という立地を生かしたにぎわいの創出と市民サービスの向上につ

ながる利活用を進めるよう提言しました。今後も貴重な市有地が有効

活用されるよう取り組んでまいります。

〈〈〈巡〈〈似〈綴〈〈綴〈煤〈煤〈巡〈〈似〈綴〈巡〈〈似〈〈〈〈【議会活動】〉》〉》〉》〉》〉》〉》〉》〉》〉粉〉》〉粉〉》〉》〉》〉》〉》〉》〉》〉

［ ホームドア整備とバリアフリー化が前進 ］ 
戸田駅・北戸田駅では、ホームドア設置工事が着
実に進んでいます。
今回の整備では、ホームドアの設置に加え、車い
す利用者が駅員の介助を受けすに乗り降りできる
環境も整備されます。乗降位圏は車両の先頭と最
後尾に限られますが、自立した移動が可能になる
ことは、バリアフリーの大きな前進です。

ご ご
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： 駅前の冠水対策、その効果は？ ］ 
6月初旬の台風による大雨では、これまで冠水が発生していた戸
田駅前広場への雨水流入が見られす、北大通り地下の雨水貯留管
が効果を発揮しました。
6月3日には約5時間で約19,000rrlの雨水が流入し、総貯留量
26,000rrlの雨水貯留管が浸水対策に大きく貢献しました。

一方、戸田駅西口駅前通
りでは一時的に道路へ水が
たまりましたが、市ではポン
プによる排水対応を実施し
ました。現在進められている
直径lmの排水管整備が完
了すれば、さらなる浸水対
策効果が期待されます。

［ 未来を担う高校生が県議会を体験！ ｀ 
6月22日坂戸ろう学園高等部の生徒16名
と教職員の皆さまが埼玉県議会を傍聴されま
した。この機会は、昨年私が教職員研修の講師
を務めたこ縁から、こんの桃子県議をはじめ
無所属県民会議の皆さまとの橋渡しにより実
現しました。
埼玉県議会では、傍聴時に手話通訳と字幕
表示を行うなど、全国でも先進的な情報保障
に取り組んでいます。当日は坂戸ろう学園に関
する質問も行われました。今回の傍聴が、地方
議会や地域課題に関心を持つきっかけとなれ
ば嬉しく思います。

4月17日、埼玉県より「彩の国動物愛護推進員」を委
嘱されました。これまで保護猫活動を通じ、多くの方か
ら動物に関するさまざまなこ相談をいただいてきまし
た。
動物愛護は、命を守るだけでなく、多頭飼育や飼育困
難など福祉とも深く関わる課題があります。私も市議
会で多頭飼育問題を取り上げ、行政と福祉が連携した
支援の必要性を提言してきました。
今後も動物愛護推進員として、現場の声を大切にし
ながら、人と動物が共に安心して暮らせる地域づくりに
取り組んでまいります。



〈《綴〈〈似〈綴〈巡〈〈〈〈煤〈【議会活動報告】令和7年9月定例会一般質問〉〉》〉》〉》〉》〉》〉》〉》〉》〉》〉》〉
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こみ集積所は、市民生活を支える大切なインフラです。しかし、カラス被害や分別ルール違反、集積所用地

の確保など、さまざまな課題があります。

戸田市内には約3,600か所のこみ集積所があり、人口増加に伴い年間約70か所のペースで増えていま
す。―方で、自治会加入率の低下や役員の高齢化により、維持管理の負担が大きくなっています。

一般質問では、カラス対策の好事例の共有や肩報発信、集積所ポックス設置時の手続き支援、衛生自治会

の声を把握する仕組みづくり、衛生指導費交付金の在り方について提言しました。

［窓口対応の向上とカスタマーハラスメント対策］
市民サービスの向上を目指し、市役所の窓口対応について一般質問を行いました。私は、窓口対応の評価・

検証の仕組みづくりや、会計年度任用職員への接遇研修の充実、職員が共有できる行動指針（クレド）の導入

を提言しました。

また、市の調査では、過去3年間で約4割の職員が
カスタマーハラスメントを経験していることが分か

りました。市では電話録音機能の導入や相談体制の

整備を進めており、適切な運用と周知を求めました。

✓ 接遇力の向上

⑦ 評価・効果検証の

仕組みづくり

⑦ 行動指針（クレド）の

導入

〈〈巡〈〈煤〈綴〈然〈〈綴〈綴〈【議会活動報告】令和7年12月定例会一般質問〉》〉》〉》〉》〉》〉》〉》〉粉〉》〉》〉

、m、悶 1 ロコー
戸田市では、市役所全体の業務量調査を実施
しました。その結果、年間約146万時間の業務
のうち、約39万時間に見直しや効率化の余地
があることが分かりました。また、業務の完全
電子化は14.9％にとどまり、紙と電子が併存
する業務が多い現状も明らかになりました。

私は、外部委託やデジタル化を進め、職員が

市民対応や政策立案など本来の業務に専念で
きる環境づくりを提言しました。また、業務改
善による時間やコストの削減、市民サービス向
上の成果を「見える化」し、市民へ分かりやすく
公表するよう求めました。

ヤ 業務量調査の結果 1 
年間業務時間（市役所全体） i 業務の電子化の状況

約146万時間 ！ 完全電子化は

,} 見直しや効率化の余地がある i 紙と電子が併存する業務が
「ノンコア業務」が約39万時間 ！約半数を占めていることも判明

響．＇口 Z四口匹ュー
子どもの発達に不安を抱える保護者から相談を受けることが
あり、発達に課題のある子どもへの支援体制について一般質問
を行いました。
戸田市では、乳幼児健診から療育、保育園・幼稚園、学校、医療

機関などが連携し、子どもの成長に応じた切れ目のない支援を
行っています。一方で、発達相談は増加しており、心理職による
相談予約が先になる状況もあります。私は、心理職の配置拡充や
関係機関の連携強化、情報共有の充実を提言しました。

子ども一人ひとりの成長に寄り添い、保護者が安心して相談
できる支援体制の充実を目指してまいります。

一涵ー、
さ←情ど、有こ ｀

l'i ~::援療育機関 ＼皇，：：し科なり
［発達状況や検査結果を共有し、切れ目のない支援を実施 ］

-

市役所業務の効率化と行財政改革の推道

戸田市では令和4年度に、市役所全体の業務内容や作業時間を
把握するための業務量調査を実施しました。
私は、この調査結果が業務改善や市民サービス向上にどのように
生かされているのかを確認するため、一般質問を行いました。
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こ
こ発違状況を魏認 園での様子を共有し、学校での支援・ 進路 ・学習•生活面の 就労支援や
・個別相談・助言 必要な支援へつなぐ 合理的配慮の提供 支援を継統 生活支援へつなぐ

専門::芯げ 0::：：霜；る連携と

ふ2‘°‘専門職が連携し、 情報をつなぎ、逮切れない
質の高い支援を＇ 支援を実現！

一 一曲 ご ：：g：i援で学級 ：は：只雰制度を活用
在籍児童を受け入れ

特別な配慮が必賽な児重も
利用しています

事業所数の増加

15施設 25施設

届）／届

障害のある子どもや発達に特性のある子どもが、放課後を安心し

て過こせる環境づくりについて一般質問を行いました。公立学童保育
室では特別な配慮が必要な児童を受け入れ、巡回支援アドバイザー

制度などを活用した支援が行われています。また、放課後等デイサービスの事業所や利
用者は増加していますが、医療的ケア児や重症心身障害児の受入先は限られています。

利用者数の増加 矛ムは、芍t童保育と放課後等デイサービス、学校や医療機関などの連携強化に加え、重度障

翠；）ノ 密； 害児への支援体制の充実や専門職の確保情報共有の仕組みづくりを提言しました。

i '/ 1膚 衿 ；主麦戸誌
医療的ケア児や重症心身障害児を受け入れる事纂所は

：：孟：に守雷;.、 || △2施設に限られ、受入先が見つからないとの声もあります。

最後までお読みいただきありがとうこざいまま市政に関する、皆様のこ意見•こ要望をお聞かせください。

区info@satotakanobu.com
［西こ］050-3605-5961（電話リレーサービス） E豆亘コ048-494-6439

学校・医療機関・
相談支援機関との
連携をさらに深める

重度障害児への
支援体制の充実と 情輯共有の仕組み
専門職の確保 づくりを進める
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戸田市公式動画から一部抜粋 I討議資料 I


